
緊急用海潮流測定装置の研究開発

小野房吉 ・ 佐久間清 ・ 岩佐欽司

海洋研究室

The Study of Current Measuring Set Make Use of Loran-C System 

1. まえがき

Fusakichi Ono, Kiyoshi Sakuma and Kinji Iwasa 

Marine Research Laboratory 

船舶文は航空機等の海難事故発生lζよる捜索救難活動の着手，捜索海域の決定lζは海潮流等の現場海域の

海況情報が不可欠である。との場合，活動の当初計画では海況情報は，過去の統計値や海洋学的見地からの

予測によらざるをえないが，予測精度の低い現状では当該海域の現況と一致しない場合が多い。乙のような

状況において，捜索救難活動を効果的iと遂行するためには，任務遂行の各段階で，予測iζよる当初計画は，

現場海域の現況iと応じて遅滞なく修正されなければならない。 ζ の研究は，事故発生を認知した巡視船等が

現場海域lζ到着した時点で視lj位可能な・漂流ブイを投げ入れ，海流iζよるブイの時間的位置偏位から流程を求

め，海潮流及び温度等の海況データを取得する ζ とを目的としている。

漂流ブイ上での取得データは電波lζより，指揮船等iζ時々刻々伝送し 船上の電子計算機CRTディスプ

レー上lζブイの漂流軌跡及び母船の位置を同じ画面上κ実時間表示するとともに，プリンターにデータ出力

を行う。従って，指揮船等は， 本来の捜索活動を続行しながら，信頼度の高い海流等の現況把握が線的lζ

可能であり，捜索救難活動の効率化に資する乙とができる。

2. 海流の測定方法

海流ビンlζよる方法と閉じである。ただ海流ビンでは，投入点と漂着点しか分からないから海流の微細構

造は知る由もないが，乙の場合は l～5分毎の位置偏位から流れのベクトノレを求めるので，表面流の線的分

布がかなり細かく分かる ζ とは勿論，全流程が記録されるから漂流物体の漂流経路の予測lk必要な信頼度の

高いデータとして有効である。

位置は，日本近海で利用できる北西太平洋チェーンロラン ーCシλテムの電波を受信して求める。乙の

システムは，精度が高く，サービスエリアが広いから，受信地域lζよるシステムの選択が必ずしも必要では

なく自動受信が可能だからである。乙のシステムの電波を受信し主局iζ対する全従局の時間差データを取得

し，測地位置を求める。

3. 研究開発計画

本研究は昭和 59年度と 60年度の 2ヶ年で実施するものであり，第 1年度は無人小型位置データ取得装置

及び遠隔位置海象データ処理表示装置を整備し，第 2年度K無線伝送装置を製作，目的の装置を完成する予

定である。本報告は，第 1年度lと整備した装置の陸上実験及び海上実験結果についての予備報告である。
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第 l図 緊急用海潮涜測定装置 7、、日ッヲ図

4. 装置の概要

4. 1 無人小型位置データ取得装置・（ブイ側）

ロランーC受信機（光電製LRー 787型）

追尾従局数 5局（全従局シリアル表示）

受信アンテナ 2mホイップ

受信感度 5 μV/m 

電 源 DC 12V 0.5 A 以下

廿，プで 積 1 6 0× 1 4 6×87棚

重 量 1. 3 kg 

データ収録部

CPU 

クロック周波数

RAM 

ROM 

キーボード

PC 8 2 O 1 （日本電気製ハンドヘノレド Cp U) 

2.4 MHz 

1 6 kbyte （標準）

3 2 kbyte （標準）

67キー

データーレコーダー PC-2081 CCMT) 

プリンター PC-2021 (40桁サーマノレプリンタ）

4. 2. 遠隔位置海象データ処理表示装置（母船側）

ロラソーC受信機（ブイ側とおなじ）

データ収録部

CPU 

クロック周波数

RAM 

ROM 

キーボード

PC-9801 M2 （日本電気製 16ビット Cp U) 

5 MHz/ 8 MHz 

2 5 6 kbyte （標準）

9 6 kbyte （標準）

J I S標準配列準拠
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FD 5”高密度（ l Mbyte) 2基

デLーターレコーダー PC-DR 3 2 l (CM T) 

プリンタ PC-PR 2 0 l CL 

CRTディスプレイ PC -KD 5 5 l ( l 4”） 

第 2図陸上実験コース
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5. ロランー C測位装置の陸上実験

乙の研究では測位の目標精度は， 2分間平均値で相対誤差が± 1 0メートノレ以内で＝ある。（海流の測定誤差

を±0.2ノッ卜以内で求めるために必要な精度）乙のような高精度な測位装置の評価は，真値の確定が困難な

海上では適当ではなく，陸上の既知コースで実験した。昭和 60年 3月 25～27日，東京から東関東自動車 ・

道を通って佐原，潮来，鹿島，犬吠埼 野島埼を回り，館山，木更津，千葉，東京iζ戻る房総半島を一周す

るコースである。その結果，装置は所期の性能を発揮し目標精度を達成している乙とが分った。

ロランーC受信機及びデータ収録装置を自動車iζセッ卜し，最高 55伽／hまでの各スピードでデータを取

得した。コースは，都内の市街地，郊外の田園地帯，背lζ山が迫った海岸道路， トンネ jレ内等変化lと富み，

電波の受信環境が固まぐるしく替わる悪条件下での実験で一応の成果を示したものである。乙れにより近い

将来の実用化lと向けて明るい見通しを得た。第 2図lと実験コースを示した。取得データはロラン－c北西太

平洋チェーンの主局に対する 4つの従局の時間差で‘ある。受信機からは，主局lと対する各従局の時間差デー

タがRS2 3 2 C準拠のシリアJレデータとして， 3秒の周期で出力され電子計算機（ PC-8201)Iζ入力，

記憶され6秒毎にカセットテープ（CMT)IC:記録された。記録テーフ。は一般のオーディオ用 60分のもの

を用い，一巻約 5時間の収録ができた。

5. 1. データの整約

CMT K収録されたデータは，帰投後フロッピーディスク lと写しかえ，電子計算機（ PC-9801M2）で

測地経緯度に変換した。変換原理は，従来の双曲線方式ではなく 全データを用い距離によって解く新しい

方法によった。位置の線の交角及び双曲線の発散による精度低下を軽減するためである。取得データの最小

時間分解能は 0.1マイクロ秒であり，そのまま処理しては必要な精度が得られないので，損lj位計算をする前

に各データは約 1分間の移動平均を行し、分解能を確保した。従って，走行スピードに対して急角度なコース

の変更がある場合はとの誤差を考慮する必要がある。 しかし，通常船舶では自動車のような高速で急角度な

旋回はないし，まして漂流ブイでは問題にならない。

第3図は勝浦付近の走行コースを地形図K書き入れたものである。乙れκ対し第4図は，ロランーC担lj位

データから測地経緯度を求めCR Tディスプレー上iと図形表示したもののハードコピーである。第3図と対

象してみて頂きたい。スケーノレが小さすぎて図面からは一致の程度が判然としないが数字上からは相対誤差

は80%の確率で± 10メートル以内であった。第 l表iζ整約計算例を示した。

6. 海 上実験

電波の利用環境は，一般的iと陸より海上のほうが良い。本装置は，陸上で既に良い結果を示したので，海

上ではさらに良し結果が得られるものと期待していた。果たして海上実験の結果は陸K数倍する安定度を示

した。海上実験は，海底重力測定lζ関連して，本年6月lと実施したものである。小型位置海象データ取得装

置を潜水調査船「しんかい 2000」の母船「なつ しまJIC:搭載し，出航から帰投までの全航程でデータを取

得し，陸の場合と同様な方法でデータ整約を行なった。 6秒毎iζ取得したデータについて 13個の移動平均

を行い損lj位変換したものの相対誤差は，ほほ± 5メートノレ以内lと納まった。乙のととは l分毎の測位値か

ら求めた船速度が土0.1～0.2ノット程度の精度で決まった乙とを意味する。第 5図lと取得データから描いた

航跡図を掲げた。航跡記録に対して直角な向きの振れがない乙とは，相対測位精度が良好であった ζ とを示

している。第 2表はその整約計算例である。
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第 l表 陸上におけるロラ ンC測位例。SD；相対測位誤差， HED；進行方向， SPEED；速度

J1: fl El II~ t11 挺ーーーー－ーーーDハTA－－－－ーーーーーーーーーーーーー持 * LAT. LONG. 
’ー

SD llEIJ. SI ’~EIJ ”“ーーーーPropa9at1011 Error－－ーー梼

y M 。 II M M-W M-X M-Y M-Z ． ． ． ． m ． klll dtn dw clx dy dz. 

85 03 26 3 DI 1740().7 35823.!J 61Hi20.2 60・120.9 35 B. 7 I 7N I •HI II. 92DE 4 359.9 O. I -0.05 0.03 -U.02 u. 0'1 J. 27 

65 113 2G 3 02 17'1110. 7 35(123. 9 Cillli20. 3 11Ci'12!>. II 35 8.'117N 1'10 8. 9~1~E 5 I 07. 0 o. I -U.115 U.03 -0.112 u. 0'1 I. 28 

115 り：J26 3 03 17'1110.7 351123.9 GUli2U.3 llG'12!.l.IJ 3;, 日.717N HU  B.935E 99.9 0.3 -0. ciG 0.03 -0.02 0. 0'1 I. 29 

85 03 26 3 05 171100.7 351123.9 GlJG20.3 llG'12U.9 35 8. 71 GN I '10 8.942E 8 98.7 0.4 -11.05 0.02 -0.110 0.02 I. 29 

ll!i 113 2G 3 117 1711110.7 351123.!J (jりIi211 • 3 II Ci 11 2 !J • II 35 0.717N 1'10 O.O:IGI~ 12 285.0 (J. 3 -0.05 U.115 -IJ.02 0. 03 I. 30 

ll!i II 3 2G 3 II II I ・7 '1 lllJ. 7 3 5112 3 • 9 lill li 2り.3 OU'12!l.O :35 0.717N 1'10 0. 9~1'/E I 12 l. 4 り.I -U.05 0.115 -U.02 U.03 I • 3ll 

115 03 2!i :J O!J 17-1110. 7 351l2:J. 9 lilJG21l. 3 llCirl21l. 9 35 0.717N l41J 日.g:rm 1 121. 4 u.o -0.05 0.05 -0.02 り.03 I • 30 

05 113 2!i 3 I 0 I 7 ti U 0 • 8 3 5 ll 2 3 • !l Ci II li 211 • 3 ll li 11 2 !l. II 35 0. 7 'IN I •Ill 0.93GE 2 207.0 u.o -lJ. OG U.115 -U.02 11.113 I • 3ll 

05 03 2li 3 II 1'7400.7 35823.!l GIJG2ll.3 1Hi429.!I 35 8.7 5N 140 8.9'12E 7 107.0 0.3 -0.()6 0.04 -U.02 0. 03 I. 30 

~~ 11~1 2G 3 I 2 I 7 11 ll U • 7 3 !i 0 2 3 • !l GO li 2 II • 3 II Ci 4 2 !). 0 35 0.7 ON 140 B.!MUE 6 73.U 0.2 -(I. u (j 0.05 ・0.02 0.03 I. 31 

!i ll3 2U 3 I 3 l'1 •10 o . 7 3 5112 3 . !J !ill li 2 ll • 3 11 li ti 2 9 .り 35 ”. 7 3N I ・111 8. 9•12 巳 9 I OU. 1 O. I -U.UG 0 . 0 4 -IJ . Ill U.03 I. 31 

115 113 2G 3 1・1 174011.7 351123.9 li0Ci211.2 llli'120.U 35 a. 1 ・m I ・111 ll. 93liE 9 241. 2 0.2 -IJ.ll5 0.04 -0.0I U.03 I. 31 

115 113 2li :J 15 17il1J0.7 35023.!) (jl)(i2り.3 II li 4 211 • !J 35 8.7 !iN 1411 O.!J3!JE 4 2!J0.8 {}. 2 -0.115 U.04 -0.UI U.03 I. 31 

05 ll3 2li 3 I G 174りU.7 35U23.!.J lillli211.2 llG42!J.U 31: a.・1 GN 1411 ll.933E 6 258.5 0. I -{). 0 '1 O.IJ4 -U.Ul 0. 02 I. 32 
・' 11:, ll3 2G 3 I 7 I? 1111 IJ • 7 3 5112 3 . !l Ci II n 211 • 2 II Ci 4 2 !). II 3 !i 日.7 7N I ~II II. 935[¥ 2 2!JG. l 0.2 -0.0'1 II. IM -U. 0 I u.02 I .32 

~ 
!l!i O~I 2li 3 I 8 l'f 1111 U . 7 3 5 8 2 3 . !l Ci II Ci 211 • 3 ll<itl 2 !.J . 0 3『・ 11.7 UN 1411 8. !.J37E 3 日U.5 り.2 -0.05 U.04 -0.UI II. ll 3 I. 32 

~） 

ll5 03 2ti 3 l!J 1'7110り.7 35023.!l UllG211.3 ll<i429.0 35 8.7 7N 1'10 O.!J3UE I io7.0 (). 0 ーO.U4 0.04 -0.UI u.02 J. 33 

85 03 2(i 3 2 U I 7 4 0 U • ? 3 5 8 2 3 . B G 0 li 2 ll • 2 0 li •12 !.J . 0 35 0.7 7N 140 8.!J34E 2 202.9 U.2 -11.04 0.04 -0.01 U.02 I. 31 

1!5 113 2G 3 21 171111り.7 351323.!l li11G21J.3 8CH2!J.O 3 !i 0.7 GN l1llJ O.!MIE 6 95. 0 U.3 ー11.114 0.03 -0.UI ().03 I. 3'1 

1.15 03 2Ci 3 2 2 I 7 '1110 . 7 3 G lJ 2 3 . 9 !i II Ii 211 • 3 II CM 2 9 . 0 3" II. 7 <iN '111 !I. !.J4UE 2 !19. 9 U.3 -11.04 0.03 -0.lll 0 ,・02 I. 35 
‘F 

115 11:1 2!i 3 2 ：~ I 7 '111 II • '1 3 5 0 2 3 . !J Ci II Ii 211 • 3 II lit! 2 !L U 35 U.7 !IN ・1IJ 11.!l3!JE 2 305.5 II. I －（）.υ4 0.04 -U.01 U.03 I. 3G 

115 03 2Ci 3 2tf 17'1110.7 35023.9 li1Hi20.3 lllitl2!J.I 35 11.7 GN 1111 O.!H2E 4 日4.2 U. I -11.114 0.113. -0.UI u .• 03 I. 3・7 

115 03 21i 3 25 I 7'11111. ・7 351123. 9 GllG2U. 3 llli・12!).0 35 II. 7 GN ・1ll II. !1311[・: 5 l!JU.l り.I -0.115 u. ｛）・1-U. O I U.02 I. 3・1 

115 113 2(i ~l 2 Ci I 7 110 O . !J 3 5112 3 • !.J li ll G 211 • 2 !Hi ti 2 !I . ll 3" II. 721IN •I ti 日.!ll OE 13 20'1.0 I. 5 -ll.Oli IJ.!15 -ll.01 U.03 I. 37 ;> 

U!i u ：~ 21i 3 2'7 1711りI.I 3!>023. 2 lillli2り.ll II Ci 4 2 !I . 0 31: 8. 'lD<IN- '"' II. llli7E 30 323.B li . {) -IJ. I U U • 0 'l -II • 112 。； 115 I. 3・1 、3
05 03 2U 3 2 Ii I 7 11111 • 0 3 5112 3 • 2 Ci U li 111 . 0 0 Ci 4 2 U . !l 35 II. 011 N 110 O.G:J5E 14 2!JI. I 13.4 -u. 11 0.1111 -U.112 0.05 I. 35 

115 03 2G ~l 2 !l I '1 4 U 2 . G 3 5112 3 . G Ci II G I '/ • 3 II (j・128.G 35 11.7!.JDN ・111 0.33UE 14 2 7 u • 6 2 ・1. 4 -Cl. IO り.07 -0.(}2 0.05 l. 3 ll 

115 ll3 2(i 3 ~iU I 7'I !Jtl • 0 3 ~i U 2 5 • '1 Ci II G I G • U 11li11211 • 2 35 ll.G49N '1 ll 7. 99liE 2!J 252.11 30.4 ーII.0'7 U.ll5 -0.111 U.113 I. 41 
II !i ll 3 2!i 3 3 I I ・7 ,10 5 . 7 3 511211 . ・1 Ci 11 Ci I 5 . I II Citl '.l'/ • 9 :.15 11. ·l ~l :JN ti II 7.UG!.JE 14 235.9 3G.3 目。 .OG り.04 -U.UI U.03 I..., 2 

115 03 2G 3 32 1 ・7,1tJ7. I 351130. ti lillli 14. 2 llCi112'1. 0 35 II. 31 ON 40 ・1. 31151:: 3 23G.G 33.3 -U.llG u.o~ -0.01 u. 02 I. 43 

115 IJ3 2li 3 3 3 I 7 ti 0 II. G 3 5 8 32 . ti li IJ Ii I 3 . 0 II Ci •121 • 5 35 II. I !JIN '1ll 7.04"/E G 2'14.5 31.3 -0.UG U.D5 -U.UI り.03 I. 4 4 

115 03 2li 3 3 ti I 7 4 I U . I 3 5 !I 3 4 • !i Ci II Ci I I • 7 0 CH 2 7 • I 35 IL U4GN "ll 6. G!.J7E 2 244.1 34.7 -U.07 U.05 -0.0l U.U3 I. 4 '1 

ll!i 03 2!i 3 3 5 I 711 I . 0 3 !i U 3 5 • 4 !ill【iI l • 2 11 li ・12'1 • l 35 7.!JDIN till G.521E 20 245.0 2G.4 -0.09 O.Oli -0.02 u. ti 4 I. 45 

115 o:J 2n 3 3 li I 74 I I • 5 3 5 ll 3 3 • '1 G IHi I 0 • 2 II Ci 4 2 7 . 0 35 11.l!iDN till G.345E 48 2!11.4 17.2 -u. 13 0.10 -0.03 U.llli I. 4 4 

115 113 2!i 3 :rl I '1 '1 I 2 • 2 3 5 ll 3 4 . I li 11 ti II!) • 2 II !H 2 Ci . Ci :JG II. l 1laN •111 u. I 32E 22 2U!i.G l!J.{i -u. 15 ll.ll -IJ.03 0. O'l I • 4 l 

B 5 113 2li 3 311 I 7'I I 3 . I 3 5113 5 . 5 Ci II Ci II 0 • I U li •12 Ci. 3 35 11. U 11 !iN 411 5.U79E 7 253.4 22.I -II. I 5 0. 111 目（） .03 U.07 I. 110 

ll!i 113 2!i 3 :rn 17 ・11 ti, 3 35113'7. I Ulllillli. !.J 110'120. I 35 7. !)3!iN '111 !i. !i75E 13 2'15.it 27.8 -II. I 4 IJ.10 -11.113 U. IJG I . i1l 
ll!:i 03 2li 3 4 U l'1 tJ I 5 • '1 3 5 U 3 U • !.J U U G IJ 5 • 7 U li 4 2 5 • !> 35 7. ll211N 111) 5. 2'111E II 24U.4 31.3 -u. 13 U.U!:J -U.02 0. Oli I. 43 



7. 昭和 60年度の計画

初年度の研究が一応の成果を示したので，当初計画どおり研究開発を推進する。第2年度の計画ではデー

タの伝送装置，海水の温度を測定する温度計及び漂流ブイを製作し，実海域実験を行う乙ととしている。

そして，乙れまでの実験はオフライン処理であったが，新たに測位値から海流値を求めるソフトウェアを開

発し，ブイの漂流状況をCRTディスプレー上K実時間表示する全システムを完成する予定である。
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第 5図相模湾lζおける実験の航跡図

航跡iζ直角な向きのバラツキ

から精度が推定できる

n
H
U
 

n
H
d
 



第 2表 海上における ロランC損lj位例。 SD；相対測位誤差， HED；進行方向， SPD，速度， SDI，速度誤差

年月 日 時実tJ冊ーーーーー’ーーDATA－－－ーーーーーーー－－－－ーーー掃 暢 LAT. LONCj; 
’‘ 

SD HED. SPD sot ーーーーーーーー－Propayat I 011 Er 1・or－ー疑
y M D II M M-W M-X M-Y M-Z ． ． ． m ． kt kt <lm dw dx dy dz 

85 06 17 09 23 17597.1 35969.2 60385.8 86344.3 35 1. 685N 39 25.512E I 238 11.4 0.0 0.01 -0.01 o.oo -0.01 0.39 
85 06 17 09 24 17597.2 35969.5 60385.7 86344.3 35 1. 664N 39 25.474E 0 237 11 . 3 0. 0 0.01 -0.01 0.00 -0.01 0.40 

85 06 17 09 24 17597.4 35969.7 60385.6 86344.3 35 1. 645N 39 25.436E 2 237 11 . 3 0. 1 ll.01 -0.01 0.00 -0.00 0.42 

85 06 17 09 24 17597.6 35970.0 60385.4 86344.3 35 I .625N 39 25.398E 1 238 II.I 0.0 0.01 -0.01 o.ou -0.01 0.43 

85 06 17 09 24 17597.8 35970.3 60385.3 86344.2 35 I. 605N 39 25. 3.58E 2 239 11.2 0.0 0.01 -0.01 0.00 -0.00 0.45 

85 06 17 09 24 17597.9 35970.6 60385.l 86344.2 35 I .585N 39 25.318E 2 238 I I . 2 0. I 0.01 -0.01 0.00 -0.01 0.46 

85 06 17 09 25 17598.l 35970.8 60385.0 86344.2 35 I .567N 39 25.280E I 239 11 . 1 0. 0 0.01 -0.01 0.00 -0.01 0.48 

85 06 17 09 25 17598.3 35971.I 60384.8 86344.l 35 I. 549N 39 25.241E 2 239 11 . 2 0. I 0.01 -0.01 0.00 -0.01 0.49 

85 06 17 09 25 17598.4 35971.3 60384.7 86344.1 -35 I. 532N 39 25.205E I 240 11.0 0.0 0.01 -0.01 0.00 -0.01 0.50 

85 06 17 09 25 17598.6 35971.6 60384.5 86344.0 35 I .514N 39 25.165E 2 240 10.9 0.1 0.01 -0.01 0.01 -0.01 0.51 

85 06 17 09 25 17598.8 35971.8 60384.4 86344.0 35 l.49GN 39 25.126E 2 241 IO. 9 O. I 0.01 -0.02 0.00 -0.01 0.52 

85 06 17 09 26 17598.9 35972.I 60384.2 86344.0 35 I. 478N 39 25.0B5E 1 241 I I . 0 0. 0 0.01 -0.02 0.00 -0.0I 0.53 

85 06 17 09 26 17599.l 35972.3 60384.1 86343.9 35 I. 4GON 3!:l 25.043E 2 241 II.I 0.1 0.01 -0.02 0.01 -0.0l 0.53 

85 06 17 09 26 17599.3 35972.6 60383.9 86:143.9 35 I. 444N 39 25.UOUE I 242 11.3 0.0 11.01 -0.02 0.01 -0.01 0.54 

85 06 17 09 26 17599.5 35972.8 60383.7 86343.8 35 I. 427N 39 24.961.lE 2 243 11.4 0.1 0.01 -0.02 0.01 -U.01 0.54 

85 06 17 09 31 17603.6 35978.4 60379.6 86372.6 35 I. 051 N 39 23.947E 1 223 12.5 0.0 ー0.03-0.10 0.03 -0.07 29.90 

85 06 17 09 31 176113.8 35978.6 60379.5 86372.6 35 I. 037N 39 23.9U5E I 240 14.3 0.0 ー0.03-0.10 0.03 -0.07 30.02 
85 06 17 09 32 17604.0 35978.8 60379.3 86372.5 35 I. 022N 39 23.861E 2 247 11.5 0.1 ー0.03-0.09 0.03 -0.07 30.11 
85 06 17 09 32 17604.1 35979.0 60379.1 86372.5 35 I. 0117N 39 23.R17E 2 247 11.4 0.1 -0.03 -0.09 0.03 -0.07 30. 19 

<.D 85 06 17 09 32 17604.3 35979.3 60378.9 86372.4 35 0.992N 39 23.774E I 247 11.5 0.0 ー0.03-0.09 0.0:1 -0.07 30.25 
ト~

85 ll6 17 09 32 17604.5 35979.5 60378.8 86372.4 35 O. 977N 39 23.733E 0 247 11.4 0.0 ー0.03-0.09 0.0:3 -0.07 30.29 
85 ()6 17 09 32 17604.7 35979.7 60378.6 86372.3 35 0.963N 39 2:3. 688E I 247 11.5 0.0 -0.03 -0.09 U.03 -11.07 30.33 

85 06 17 09 33 17604.8 35979.9 60378.4 86372.3 35 0.95UN 39 23.645E 2 248 11.5 0.1 -0.03 -0.09 0.03 -0.0'7 30.36 

85 06 17 09 33 17605.0 35980.1 60378.2 86372.2 35 0.935N 39 23.605E 2 248 11.3 0.1 -0.03 -0.09 0.03 -0.07 30.38 

85 06 17 09 33 17605.2 35980.3 60378.l 86372.2 35 O.fl21N 39 2:L 561 E I 248 11.3 0.0 -0.03 -0.09 0.03 -0.07 30.40 
85 llCi 17 09 33 17605. 3 35!>811. 5 60377. 9 86:172. I 35 II . !HI 9 N I 3 9 2 :L 5 2 I E 2 249 11.2 0.1 -0.02 -0.09 0.03 -11.07 30.41 
85 06 17 09 33 17605.5 35980.7 60377.7 86372.0 35 0.398N 13!.l 2:l.481E 2 249 10.9 0.1 -0.02 -0.09 0.03 -0.0'7 30.42 
85 06 17 09 34 17605.7 35980.9 60377.5 863,12.0 35 O.d85N 139 23.438E I 249 10.9 0.0 -0.02 -0.09 0.03 -0.07 30.-!3 

85 06 17 09 34 17605.8 35981.1 60377.4 86371.9 35 0. 872N 139 2:J. 397E I 250 I 0. 9 0. 0 -0.02 -0.09 0 , 0 3 -II. 0 '7 3 0 . 4 3 

85 06 17 09 34 176116.0 35981 .2 60377.2 86371 .9 35 0.862N 139 2:3.356E 3 250 I 0. 7 0. I -0.03 -0.09 0.03 -0.07 30.43 

85 06 7 09 34 17606.1 35981.4 60377.0 86371.8 35 O.fl53N 13!l 2'.J.319E 2 251 10.5 0.1 -0.03 -U.09 o.u:J -0.01 30.43 

85 06 7 09 34 17606.3 35981.5 60376.9 86371.8 35 II. 844N 139 2:L '.;:79E 2 252 10.4 0.1 ー0.03-0.09 0.03 -0.07 30.43 

85 06 7 09 35 17606.4 35981.6 60376.7 86371.8 35 0.838N 139 23.244E 3 254 9. 9 O. I -0.03 -0.09 0.03 -0.07 30.43 

85 06 7 09 35 17606. 6 35981. 7 60376. 6 86371. 7 35 0 . 8 3 4 N 1 3 9 2 :L 2 1 0 E 1 256 9.5 0.0 ー0.03-0.08 0.03 回 0.0730.43 

85 06 7 09 35 17606. 7 35981. 8 60376. 4 86371. 7 35 0.828N 139 2:3.178E 4 257 9. 0 0. 1 ー0.04-0.08 0.03 -0.07 30.42 

85 06 7 09 35 17606.8 35981.9 60376.3 86371.7 35 0.826N 139 23.151E 4 259 8. 4 u. 1 -0.04 自 0.08 0.03 -0.07 :)0.42 

85 06 7 09 36 17606.9 35981.9 60376.2 86371.6 35 0 . 8 2 6 N I 3 9 2 :L I 2 7 E 2 262 7. 6 0. I -0.04 -0.08 0.03 -0.06 30,42 
85 06 7 09 36 17606.9 35982.0 60376.1 86371.6 35 0 . 8 2 4 N I 3 9 2 :L 1 0 5 E 3 263 6. 9 0 .1 -0.04 -0.07 0.02 -0.06 30.41 
85 06 7 09 36 17607.0 35982.0 60376.0 86371.6 35 0. 822N 139 2:L 089E I 263 6.0 o.o -0.04 -0.07 0.02 -U.06 30.41 
85 06 7 09 36 17607.0 35982.0 60375.9 8G371.5 35 0. 823N 139 2:L 072E 2 266 5.2 0.0 -0.114 -U.07 0.02 -0.0G 30.41 
85 06 7 09 36 17607.1 35982.0 60375.9 86371.5 35 0.826N 139 23.062E 2 270 4. 4 0. 1 ー0.04-0.07 0.02 -0.06 30.40 

85 06 7 09 37 17607.1 35982.0 60375.8 86371.5 35 0. 825N 139 2:L 054E 3 269 3. 6 0. 1 -0.04 -0.07 0.02 -0.06 30.40 
85 06 7 09 37 17607.l 35982.0 60375.8 86371.5 35 0.826N 139 23.047E 5 271 2.9 0.2 -0.04 -0.07 0.03 -0.07 30.40 
85 06 17 09 37 17607.1 35982.0 60375.8 86371.5 35 0.824N 139 23.043E 5 273 2. 2 0. 1 -0.04 -0.07 0.03 -0.07 30.40 
85 06 17 09 37 17607.1 35982.0 60375.8 86371.5 35 0. 823N 139 2:1. 043E 2 271 I. 5 0. 1 -0.04 -0.07 0.03 -0.07 30.39 
85 06 17 09 37 17607.1 35982.0 60375.8 86371.5 35 0.823N 139 2:L041E 0 260 1.0 o.o -0.04 -0.07 0.03 -0.07 30.39 
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